
基本方針
①受益者負担の原則と公平性の確保
　施設などのサービスを利用する方と利用しない方、
出来ない方との「負担の公平性」を確保するため、利
用する方に応分の負担をしていただくことを原則とし
ます。
②算定方法の明確化
　使用料・手数料の設定については、社会情勢の変化
に応じた原価計算方式による明確な料金設定基準を設
定します。
③新料金の適用時期
　見直しによる新たな使用料・手数料の適用時期は一
部を除き平成 24 年 10 月を予定します。

改定額の限度

　この方針で算出した額が、現行の料金と著しい差が生じた場合の激変緩和のための改定額の限度を設定し
ます。改定幅は近隣の類似施設や他市の水準を踏まえ、
必要に応じ施設ごとに調整できることにします。

原価計算と今後の見直し
・受益と負担の公平性を確保しながら、公共施設の運
営改善と行政サービスの改善を目指すために使用料・
手数料の原価計算は原則４年ごとに実施します。
・受益者負担の原則、利便性の向上を図るための見直
しを検討し、必要に応じ適宜見直しを行っていきます。

が 10月から変わります

　

使用料・手数料の算定方法
【計算式】原価　×　受益者負担割合

手数料・使用料とは・・・
　さまざまな行政サービスの
中で、そのサービスを利用す
る特定の人が利益を受けるこ
とから、受益の範囲内で行政
サービスの対価としてご負担
いただくものです。
　そのため、定期的に見直し
を行い、負担の公平性を図る
ことが基本となります。

パークゴルフ場・公園テニスコート・キャンプ場は平成 25年４月から

施設の利用
促進が課題

が必要

このような背景・必要性があり、使用料・手数料の増
額または減額の改定を実施することとなりました。

　例
①公民館、体育館、パークゴルフ場など　　受益者負担　５０％：公費負担　５０％
②各種手数料、葬斎場（待合室）など　　　受益者負担１００％：公費負担　　０％
③図書館、児童館、葬斎場（火葬炉）など　受益者負担　　０％：公費負担１００％

原価計算の対象経費
使用料＝人件費、物件費（光熱水費、修繕費、清掃費など）、建設費
手数料＝人件費、物件費（消耗品費、機器賃借料、システム経費など）

受益者負担割合の考え方
　算定にあたっては、各施設
別の性質に応じて、それぞれ
受益者（利用者）と公費との
負担割合を設定しています。

前回見直しは
平成 16年度 平成 21 年７月に自

治基本条例を制定



　右ページの「見直し方針」に
よる算定の結果、
・体育施設の個人使用料では、
今回、65 歳以上の高齢者の区
分を新設し、小学生から高齢者
までの区分に応じて、値上げま
たは値下げの改定となりまし
た。
・会議室や研修室などの使用料
では、市民会館、公民館、住区
会館（地区センター）など大半
の公共施設の会議室などの使
用料が、現行どおり据え置きと
なっています。
・手数料は、住民票、納税証明、
その他で増額改定となった手数
料項目があります。

市民がより利用しやすいように、市民と
　  市外者の受付開始時期に差を設けます

プール・体育館 プール・パークゴルフ場

【定期券】８回相当額／月→６回相当額／月　
【回数券】11 回券（10 回分料金）→６回券（５回分料金）

　今回の見直しにあたっては、「使用料・手数料の見直し方針」と「使用料および手数料の原価算定結果、改定
素案（増額、減額、据置）」とを、昨年 11 月に市ホームページで公表しました。また、昨年 12 月には、今回の
改定に関係する利用団体の皆さんに対し、施設所管課より説明してきました。
　今後、「広報えべつ」や「市ホームページ」はもとより、各公共施設へのリーフレット配置、さらには、使用
料および手数料の改定対象施設への掲示などで市民の皆さんへお伝えしていく予定です。　　　　　　　　　

　　　　　　　　詳細　財政課　☎３８１－１０１０

区　分
個人使用 登録クラブ使用

1回（円） 1か月定期（円） 1回（円）
現行 改定後 現行 改定後 現行 改定後

小学生
中学生 60 40 480 240 600 400
高校生 90 100 720 600 900 1,000
大学生
一般 130 200 1,040 1,200 1,300 2,000
高齢者

（65 歳以上） 130 100 1,040 600 (130) 1,000

区　分

個人使用 登録クラブ使用
1回（円） 1か月定期（円） 回数券（円） 1回（円）

現行 改定後 現行 改定後 現行
(11 回分）

改定後
（６回分） 現行 改定後

小学生 80 据置 640 480 800 400 600 400
中学生 100 据置 800 600 1,000 500 700 500
高校生 250 据置 2,000 1,500 2,500 1,250 1,200 据置

大学生・一般 400 500 3,200 3,000 4,000 2,500 2,000 2,500
高齢者

（65 歳以上） 400 250 3,200 1,500 4,000 1,250 (200) 1,200

証明手数料⇒住民票記載事項、区画整理区域内 250 円→ 300 円、　納税、土地建物、営業、所得 350 円→ 400 円
閲覧手数料⇒住民票または戸籍附票、固定資産課税台帳、公簿等 250 円→ 300 円
交付手数料⇒住民票または戸籍附票写し、確認申請副本写し 250 円→ 300 円、　地籍図写し 550 円→ 600 円、印鑑
登録証（初回）250 円→無料
そのほか、申請手数料（確認申請・完了検査申請、その他）、嘱託登記などの手数料について増額改定があります。

◎体育館（市民・大麻・東野幌・青年センター）

◎青年センタープール

その他
・勤労者研修センター（研修室１
～４）増額改定。
・セラミックアートセンター（企
画展示室、研修室）減額改定。そ
の他設備使用料の増減改定。
・農村環境改善センター（多目的
ホール）は、体育館の個人使用（１
回）料金に準じる改定。
・青年センター研修棟（音楽室、
研修室などの各室）減額改定。
・東野幌体育館（研修室など）減
額改定。

・あけぼのパークゴルフ場／公園テニスコート⇒小学生から高齢者までの料金体系を体育館等の設定
の考え方に準じて増減改定。ただし、公園テニスコートの個人の使用時間を 1回 2時間に変更。
・森林キャンプ場⇒小・中学生について、日帰り、宿泊とも減額改定。高校生以上は据え置き。

来年度から変わる使用料≪平成 25年 4月実施≫

→現行９割減免、改定後は減免廃止

→現行９割減免、改定後は減免廃止


